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改
選
後
初
め
て
の
区
議
会
ー
「
第
一
回
臨

時
会
」
が
、
5
月
1
8
日
か
ら
23
日
ま
で
の
会

期
六
ヨ
間
で
開
催
さ
れ
た
。

　
18
日
の
初
本
会
議
で
は
、
ま
ず
正
副
議
長

の
選
挙
が
行
わ
れ
、
続
い
て
常
任
委
員
会
委

員
の
選
任
と
、
三
つ
の
特
別
委
員
会
設
置
．

委
員
選
任
が
裏
面
構
成
表
ど
お
り
決
め
ら
れ

た
。
そ
の
あ
と
、
区
長
か
ら
議
案
十
二
件
と

議
員
選
出
監
査
委
員
の
選
任
が
上
程
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
、
監
査
委
員
二
名
の
同
意
は
即
決
、

議
案
は
担
当
の
委
員
会
審
議
を
経
て
、
2
3
日

の
本
会
議
で
、
賛
成
全
員
で
可
決
さ
れ
た
。

ま
た
、
新
区
議
会
に
対
す
る
区
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
の
請
願
三
件
は
、
23
日
の
本
会
議
で

担
当
委
員
会
に
審
議
付
託
さ
れ
た
。

“
　
．

色
・

●＼

新
区
議
会
の
役
職
決
ま
る

下
水
道
枝
線
工
事
契
約
な
ど
回
件
可
決

●
議
長
・
副
議
長
の
選
挙

当
選
　
　
議
　
長
　
山
沢
　
修
白
（
自
民
）

　
　
　
副
議
長
　
迫
田
　
参
雄
（
公
明
）

　
議
長
・
副
議
長
と
も
に
、
匿
田
谷
区
議
会
で
は

初
め
て
の
「
指
名
推
選
方
式
」
に
よ
り
、
全
員
賛

成
で
当
選
1
1
議
長
・
副
議
長
紹
介
は
裏
面
に
掲
載
。

●
議
員
選
出
監
査
委
員
の
選
任
同
意
　
二
件

内
藤
　
義
雄
（
自
民
）
　
中
田
　
史
郎
（
共
産
）

●
常
任
委
員
選
任
、
特
別
委
員
会
の
設
置
・

委
員
選
任

裏
面
構
成
表
の
と
お
り
。

●
下
水
道
枝
線
工
事
請
負
契
約
　
五
件

○
世
田
谷
一
二
、
四
丁
目
付
近
そ
の
2

　
　
　
　
　
　
　
　
三
億
八
七
〇
〇
万
円

O
弦
巻
三
、
四
r
目
付
近
　
二
億
八
O
O
O
万
円

○
松
原
四
丁
目
付
近
　
　
　
二
億
七
四
Q
O
万
円

O
赤
堤
四
、
五
丁
目
付
近
そ
の
2

　
　
　
　
　
　
　
　
二
億
一
〇
〇
〇
万
円

O
下
馬
五
丁
目
付
近
そ
の
3
二
億
円

　
以
上
、
工
期
は
す
べ
て
5
5
年
3
月
3
1
日
。

『
●
小
中
学
校
校
舎
・
プ
ー
ル
・
体
育
館
増
改

　
築
工
事
請
負
契
約
　
六
件

〇
三
宿
小
校
舎
・
プ
ー
ル
増
改
築

　
　
　
　
　
　
　
　
，
億
一
〇
●
O
万
円

O
山
崎
中
校
舎
・
体
育
館
増
改
築

　
　
　
　
　
　
　
　
一
億
七
五
八
○
万
円

O
玉
川
中
校
舎
・
体
育
館
増
改
築

　
　
　
　
　
　
　
　
二
億
り
三
〇

り
万
円

0
深
沢
中
体
育
館
改
築
　
　
二
億
二
八
0
り
万
円

O
砧
中
体
育
館
改
築
　
　
　
二
億
四
九
〇
〇
万
円

O
千
歳
中
体
育
館
改
築
　
　
二
億
三
三
）
○
万
円

　
工
期
は
、
校
舎
等
は
5
5
年
3
月
5
日
、
体
育
館

改
築
は
55
年
3
月
2
5
日
。
体
育
館
は
、
す
べ
て
屯

層
化
さ
れ
、
体
育
施
設
の
ほ
か
図
詐
室
等
を
併
設

す
る
な
ど
有
効
利
用
を
は
か
る
。
三
宿
小
は
、
屋

上
に
プ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
る
（
区
内
で
二
校
目
）
。

●
区
税
条
例
改
正
の
専
決
処
分
報
告

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
区
民
税
の
非
課
税

範
囲
、
軽
自
動
車
税
の
税
率
な
ど
を
改
め
た
。

鋭
■

し
　
、

へ
．

　
　
転
’

雛
劉
臨

区
議
選
の
結
果

　
4
月
2
2
日
に
行
わ
れ
た
区
議
会
議
員
選
挙
で
、

新
し
い
「
世
田
谷
区
議
会
」
が
誕
生
、
今
後
四
年

問
の
活
動
の
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
。

今
回
の
選
挙
は
、
五
十
五
の
議
席
に
対
し
、
七

十
二
人
が
立
候
補
、
議
員
の
ポ
ス
ト
を
争
っ
た
。

そ
の
結
果
、
現
職
議
員
が
四
十
九
議
席
を
確
保
し

圧
勝
。
新
人
は
五
人
、
元
議
員
一
人
で
あ
っ
た
。

二
れ
は
、
今
ま
で
の
区
議
選
で
は
新
人
が
最
も
少

い
数
で
あ
る
（
46
年
・
38
年
の
十
一
一
一
人
が
二
れ
ま

で
の
最
低
）
。

党
派
別
内
訳
は
別
図
の
と
お
り
で
、
前
回
に
比

べ
る
と
、
自
民
党
が
二
議
席
失
い
、
民
社
党
と
無

所
属
が
そ
れ
ぞ
れ
一
議
席
ふ
や
し
た
。
な
お
、
新

自
由
ク
ラ
ブ
は
三
人
立
候
補
し
た
が
、
当
区
で
は

一
議
席
も
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
同
時
に
行
わ
れ
た
「
区
長
選
挙
」
は
、

大
場
啓
二
現
区
長
が
当
選
、
一
一
期
目
の
世
田
谷
区

政
を
担
当
す
る
。

『
鳥
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、
ド
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席
へ
．
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宮
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55名う

貸琵重一

き
叢
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　　鳴

瓢

一
口

、

簾購邑

－
蝉
軍
愚

’

⑤
投
票
率
は
・
－

戦
後
二
番
目
の
低
投
票
率

　
区
議
選
の
投
票
率
は
、
前
回
の
四
九
・
六
％
よ

り
低
い
四
八
・
九
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
戦
後

初
の
昭
和
2
2
年
の
四
じ
・
八
％
に
次
ぐ
低
い
投
票

率
で
、
「
選
挙
公
報
」
を
発
行
す
る
な
ど
、
投
票
率

ア
ッ
プ
に
努
力
し
た
区
の
選
挙
管
理
委
員
会
を
ガ

ッ
カ
リ
さ
せ
た
。

⑳
得
票
率
は
…

社
会
が
減
り
民
社
が
ふ
え
る

　
党
派
別
の
得
票
率
を
み
る
と
、
前
回
よ
り
「
祉

会
党
」
が
姐
％
ダ
ウ
ン
し
、
「
民
社
党
」
が
加
％
ア

ッ
プ
し
た
の
が
め
だ
っ
て
い
る
。
「
自
民
党
」
、
「
公

明
党
」
、
「
共
産
党
」
は
、
い
ず
れ
も
ー
％
以
内
の

増
減
で
、
新
し
い
党
派
の
「
新
自
由
ク
ラ
ブ
」
は
、

全
体
の
躍
％
、
「
社
会
民
主
連
合
」
は
b
％
で
あ
っ

た
。⑫

当
選
得
票
数
は
…
・

最
高
H
七
二
七
三
票
最
低
”
二
八
七
一
票

　
最
高
得
票
を
獲
得
し
た
の
は
自
民
党
現
職
で
あ

る
。
ま
た
、
当
選
最
下
位
と
次
点
と
の
差
は
、
わ

ず
か
八
票
と
い
う
激
戦
で
あ
っ
た
。
な
お
、
当
選

順
位
で
は
、
前
回
に
引
き
続
き
「
公
明
党
」
の
八

人
全
員
が
十
二
位
以
内
に
入
る
健
闘
を
示
し
た
。

0
年
齢
別
で
は
…

四
十
代
11
十
九
人
　
五
十
代
降
二
十
五
人

当
選
し
た
議
員
の
平
均
年
齢
は
五
一
・
九
歳
で
、

前
回
。
前
々
回
の
四
九
・
一
歳
よ
り
著
干
高
く
な

っ
た
。
年
齢
別
で
は
、
三
十
歳
代
、
一
人
、
四
十
歳

代
十
九
人
、
五
十
歳
代
二
十
五
人
、
六
十
歳
代
五

人
、
七
十
歳
代
四
人
で
あ
る
。
前
回
は
七
人
も
い

た
、
二
卜
歳
代
が
圧
人
減
り
、
一
人
し
か
い
な
か
っ

た
ヒ
L
「
歳
代
が
四
人
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
女
性
議
員
は
↓
人
ふ
え
て
八
人
に
な
っ

て
い
る
。
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や
ま
さ
わ
し
ゅ
う
は
く

山
沢
修
臼
議
長

　
　
5
6
歳
　
自
由
民
主
党

桜
新
町
一
丁
目
14
－
2
0

石
川
県
出
身
　
薬
局
経
営

区
議
四
期

元
文
教
常
任
委
員
．
長
・
監
査
委
貝

麺
輸齢一

さ
こ
た
　
み
つ
　
お

迫
田
参
雄
副
議
長

　
　
5
6
歳
　
公
明
党

桜
二
丁
目
1
8
1
32

山
口
県
出
身

区
議
．
五
期

元
区
民
厚
生
常
任
委
員
長
・
監
査
委
員

，
劉一

≡盛

◎
高
橋
八
重
子
（
自
民
）

0
下
条
　
忠
雄
（
無
・
社
民
ク
）

　
荒
ぺ
　
義
一
（
自
民
）

　
ぺ
高
定
左
信
（
自
民
）

園三中和大h菅田井田田沢橋田
日
日
宏
（
自
民
）

賀
（
自
民
）

孝
明
（
公
明
）

勉
（
公
明
）

史
郎
（
共
産
）

勝
雄
（
共
産
）

集
（
社
会
）

長
谷
川
ピ
郎
（
民
社
）

ρ　
一

）

　　　　　　　　O◎
丸唐山秋山宮広原中中
山沢崎田沢田島　村塚

女
　
　
　
　
｝

止区
　
n
n

　
　
n

　
護
（
公
明
）

大
占
（
自
民
）

秀
占
（
自
民
）

文
武
（
自
民
）

玲
人
（
自
民
）

修
白
（
自
民
）

貞
、
（
公
明
）

治
茂
（
共
産
）

敏
美
（
社
会
）

孝
夫
（
民
社
）

岸
衣
予
代
子
（
無
託
民
ク
）

◎

毯
じ

◎
笹
尾
　
　
淑
（
共
産
）
　
◎
斉
藤

O
小
島
光
一
朗
（
自
民
）
　
　
O
川
口

　
石
井
健
太
郎
（
自
民
）
　
　
内
山

　
五
卜
畑
孝
司
（
自
民
）

　
内
藤
　
義
雄
（
自
民
）
　
　
宍
．
月

　
原
田
　
旺
幸
（
白
民
）
　
　
長
崎

　
迫
田
　
参
雄
（
公
明
）

　
田
中
　
陸
奥
（
共
産
）
　
　
吉
本

　
森
田
　
キ
ミ
（
社
会
）
　
　
石
原

　
高
木
　
正
忠
（
民
社
）
　
　
内
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
居

　
　
　
　
　
皿
．

　
　
囲

　
　
　
　
　
　
ゆ

レ
　
【
．

国
男
（
社
会
）

昭
（
自
民
）

武
次
（
自
民
）

菊
男
（
自
民
）

鉄
男
自
民
）

孫
七
（
自
民
）

甲
斐
円
治
郎
（
公
明
）

保
寿
（
公
明
）

芳
雄
（
共
産
）

邦
雄
（
共
産
）

　
忍
（
社
会
）

俊
武
（
民
往
）

本
多
シ
ズ
エ
（
無
・
社
民
ヶ
）

◎
浜
中
　
光
揚
（
自
民
）

O
谷
口
　
善
志
（
社
会
）

　
、
石
橋
　
寛
祐
（
自
民
）

　
大
　
予
代
子
（
自
民
）

　
平
…
　
八
郎
（
自
民
）

　
久
保
田
　
望
（
公
明
）

森
　
．
寿
（
共
産
）

　
西
村
　
　
孝
（
祉
会
）

　
貞
　
　
ま
歳
只
無
証
民
ケ
）

※
◎
日
委
員
長
　
0
1
1
副
委
員
長

※
（
無
・
社
民
ク
）
口
社
会
民
主
連

　
合
（
1
名
）
と
無
所
属
（
3
名
）

　
の
4
名
で
結
成
し
た
「
無
所
属
・

　
社
会
民
主
ク
ラ
ブ
」

◎
丸
川
　
孝
夫
（
民
祉
）

O
大
高
定
左
右
（
自
民
）

山長内菅宍小荒
口崎藤田戸山木

義
一
（
肉
民
）

菊
男
（
自
民
）

鉄
男
（
自
民
）

畠
宏
（
自
民
）

義
雄
（
自
民
）

孫
ピ
（
自
民
）

昭
（
自
民
）

甲
斐
円
治
郎
（
公
明
）

麓縣腱舗
保
寿
（
公
明
）

　
勉
（
公
明
）

　
淑
（
共
産
）

陸
奥
（
共
産
）

勝
雄
（
共
産
）

　
忍
（
祉
会
）

善
志
（
社
会
）

俊
武
（
民
社
）

岸
本
千
代
子
（
無
挽
民
ヶ
）

◎
本
多
シ
ズ
エ
（
無
社
民
ク
）

O
西
村
　
　
孝
（
社
会
）

　
石
橋
　
寛
祐
（
自
民
）

　
五
十
畑
孝
司
（
自
民
）

藤　森内中大山宮広浜中内　　藤塚～尺記尺田島中村目1

武
次
（
自
民
）

大
貞
自
民
）

光
揚
（
自
民
）

文
武
（
自
民
）

玲
人
（
自
民
）

修
白
（
自
民
）

孝
明
（
公
明
）

　
護
（
公
明
）

邦
雄
（
共
産
）

　
寿
（
共
産
）

国
男
（
社
会
）

長
谷
川
じ
郎
（
民
柱
）

東
　
　
ま
喫
只
無
・
社
民
グ
）

◎
原
田
　
正
幸
（
自
民
）

O
唐
沢
　
敏
美
（
柱
会
）

　
石
井
健
太
郎
（
自
民
）

　
小
島
光
一
朗
（
自
民
）

　
大
　
千
代
子
（
自
民
）

　
高
橋
八
重
子
（
自
民
）

土
橋
　
賀
（
自
民
）

原
　
　
秀
吉
（
自
民
）

平
山
　
八
郎
（
自
民
）

秋
田
　
貞
一
（
公
明
）

久
保
田
　
望
（
公
明
）

迫
田
　
参
雄
（
公
明
）

石
原
　
芳
雄
（
共
産
）

中
田
　
史
郎
（
共
産
）

ー
晦
　
治
茂
（
共
産
、
）

園
田
　
　
策
（
社
会
）

森
田
　
キ
ミ
（
社
会
）

高
木
　
正
忠
（
民
社
）

下
条
　
忠
雄
（
無
・
社
民
ク
）

螺灘購）党派別議員名簿

302－7485
416－0920
426－0447
429－0239
422－1940
414－0622
468－1733
300－5732
325－0555
704－3808
421－1383
413－5871
421－7198
426－5151
709－5500
424－3217
484－3314
703－2506
720－2576
482－5700
411－3870
321－2171
704－5060
429－5935
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等々力三丁目6－9
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荒木義一
石井健太郎

石橋寛祐
五十畑孝司

内山武次
大高定左右

小島光一朗

小山菊男
宍戸鉄男
菅田昌宏
大千代子
高橋八重子

土橋　賀
内藤義雄
長崎孫七
中村大吉
浜中光揚
原　秀吉
原田正幸
平山八郎
広島文武
宮田玲人
山口　昭
山沢修白

秋田貞一
大沢孝明
甲斐円治郎

久保田望
迫田参雄
中塚　護
吉本保寿
和田　勉

石原芳雄
笹尾　淑
田中陸奥
内藤邦雄
中田史郎
三井勝雄
森　　寿
山崎治茂

美
男
集
忍
志
孝
ミ

敏
国
　
　
　
善
　
キ

沢
藤
田
橋
口
村
田

唐
斉
園
高
谷
西
森

折居俊武
高木正忠
長谷川七郎

丸山孝夫

下条忠雄

岸本千代子

東　　まさ

本多シズエ

■
環
境
建
設
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
三
件

桜
新
町
共
同
ビ
ル
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願

中
銀
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願
（
上

馬
一
丁
目
1
7
）

「
太
閤
コ
ー
ポ
経
堂
」
建
設
に
反
対
す
る
請
願

　
請
願
は
、
地
方
自
治
体
や
国
に
対
し
て
、
み
な

さ
ん
の
意
思
や
希
望
を
述
べ
る
方
法
で
す
。
こ
れ

は
、
憲
法
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
「
圓
民
の
権
利
」

で
す
か
ら
、
ど
な
た
で
も
提
出
で
き
ま
す
。
外
国

人
で
も
法
人
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
請
願

を
出
し
た
た
め
に
、
請
願
者
が
何
ら
不
利
益
を
受

け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
世
田
谷
区
議
会
で
は
、
区
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

出
さ
れ
た
請
願
を
誠
実
に
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
担
当
の
委
員
会
で
は
、
現
場
を
視
察
す
る
な
ど

慎
重
に
審
議
を
行
い
、
議
決
結
果
は
必
ず
請
願
代

表
者
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
採
択
さ
れ
た
請

願
は
、
区
長
（
執
行
機
関
）
に
送
ら
れ
、
区
政
に

反
映
さ
れ
ま
す
。
ま
た
議
会
処
理
と
し
て
、
関
係

機
関
へ
「
意
見
書
」
や
「
要
望
書
」
を
出
す
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
請
願
に
関
す
る
詳
し

い
こ
と
は
区
議
会
事
務
局
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〇
四
年
に
一
度
の
「
区
議
選
」
も
、
戦
後
九
回
目
に
な

り
ま
す
、
私
た
ち
の
生
活
に
い
ち
ば
ん
身
近
な
選
挙
だ

け
に
、
”
地
方
の
時
代
〃
と
い
わ
れ
る
今
日
、
次
回
に
は

投
票
率
を
も
っ
と
ア
ッ
プ
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

○
初
．
顔
合
せ
は
、
5
月
2
日
に
議
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
全
員
が
バ
ス
で
希
望
丘
公
園
に
出
か
け
、

恒
例
と
な
っ
た
記
念
植
樹
（
コ
ブ
シ
）
を
行
い
ま
し
た
。

○
開
会
前
は
、
選
挙
戦
で
の
お
互
い
の
健
闘
を
た
た
え

る
会
話
が
チ
ラ
ホ
ラ
聞
か
れ
、
当
選
の
歓
び
と
初
議
会

へ
の
緊
張
が
入
り
混
じ
っ
た
雰
囲
気
で
し
た
。

○
こ
の
お
便
り
が
、
み
な
さ
ん
の
お
手
．
兀
に
届
く
こ
ろ

に
、
第
．
一
回
定
例
会
が
開
か
れ
る
予
定
で
す
。
新
区
議

会
に
対
す
る
こ
注
文
や
ご
意
見
、
傍
聴
の
こ
と
な
ど
、

区
議
会
事
務
局
（
皿
）
一
一
一
．
、
内
線
珊
～
鵬
ま
で

ど
う
ぞ
．

、
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